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▲ダボ市の「逍遙園」（平成14年）

▲「外国人集住都市会議参加都市」
　（『広報みのかも』平成20年1月1日号）

ベーバーオりよ一栄辺渡・長市茂加濃美 ▲
ーゼル前市長・ヨーステン国会議員に宛
てた手紙（昭和39年8月4日）

　木曽川中流域の別名「日本ライン」。その由来である西ドイツ・
ライン河畔のオーバーベーゼル市と美濃加茂市は、当初より友好な
関係を築いていました。昭和35年に市長の信書と菊花石を同市に

わた
辺
なべ
栄
えい
一
いち

授与したことに始まり、渡 市長が渡欧した折に現地訪問。
昭和 39 年の飛騨・木曽川国定公園指定の記念祝賀会では、西ドイ
ツ日本総領事が来賓としてライン下りを楽しんだといいます。市
の国際交流への意識の芽生えは、この頃からすでにあったようで
す。


